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（写真１）ミクロネシア連邦のファイス島。１２月１０日、この島にある３

つの村がクリスマス・ドロップ作戦を待ち受けた。 
 

ファイス島は太平洋上のヤップ島から北東に約１５６マイル（２５１キロ

メートル）離れた島で、横田基地第３６空輸中隊のC-１３０Jスーパー

ハーキュリーズは、この島の島民へ１０００ポンド（４５３キロ）以上の農

業用具、食糧、衣類、教育用品、医療品を届けた。 

１ 

（写真２）１２月１０日、ミクロネシア連邦のファイス島へ人道支援物資

を詰めた低コスト低高度の梱包箱３つを投下する第３６空輸中隊のC-

１３０Jスーパーハーキュリーズ。 
 

横田基地第３６空輸中隊は、アジア太平洋地域における唯一の現役C

-１３０の部隊であり、米太平洋軍の有事対応に欠かせない戦術空輸

を提供。そして、同作戦プログラムでパートナー国と手順を共有するこ

とで、低コスト低高度空中投下の戦略の道を拓いている。 

２ 

（写真３）投下された支援物資の箱を村の集会所へ運ぶミクロネシア

連邦のファイス島の島民たち。 
 

クリスマス・ドロップ作戦は、人道支援および災害支援訓練の一環で、

乗員たちが未調査地点への投下訓練を行うだけでなく、人道支援およ

び災害支援への対応力を強化を図りながら、生活必需品が充分に揃

わない太平洋に浮かぶ５６のミクロネシアの島々に６万ポンド（２７ト

ン）以上の人道支援物資を届けるために実施されている。 
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